




de Samba1、 以下エスコーラ） のバテリーア （Bateria） と呼ばれる打楽器奏者たちが、サンバ・エ
ンヘード（Samba Enredo、 以下エンヘード）2をグラヴァサォン （Gravação：録音） する時の演奏
表現と、ヂィスフィーリ （Desfile：パレード） で実際に行う演奏表現の違いについて明らかにす
る。筆者は 2017年 10月から 2018年の 2月までブラジル、サンパウロに滞在し、現地の 5つのエ
スコーラにバテリーアとして参加。また現地のサンバを生活に必要としている人たち、サンビス
タ （Sambista）の中で多数のエスコーラのバテリーアの音を決める作業に関わる中心的な演奏家












られる打楽器は、ショカーリョ （Chocalho）、タンボリン （Tamborim）、カイシャ （Caixa）、へピ












ショカーリョ （Chocalho） プラチネェラ （Platinela） と呼ばれる金属板を、木製棒もしくは金属フレームを
振って、 フレームに打ち付けて音を奏でる楽器。プラチネェラは一般的に4～6枚
が1組となっている。ショカーリョはガンザ （Ganzá） とも呼ばれる。写真上はガ
ンザ・ヂ・プラチネェラ （Ganzá de Platinela）、写真下はショカーリョ・ヂ・マデ
イラ （Chocalho de Madeira：木製のショカーリョ） とも呼ばれる。











カイシャ （Caixa） 直径 12インチから 14インチ。両面膜で、片面に響き線が添えられた打楽器。一

























イラ （Surdo de Primeira）、中くらいはスルド・ヂ・セグンダ （Surdo de Segunda）、

































































































Ⅳ　「強者」 たちによる “ジャパブロコ （JAPA Bloco）”6 のエンヘード録音
　2018年 1月 5日にサンパウロ市の北西地区にあるレコーディングスタジオ、サラ・ボゥドリニ
（Sala Boldrini） でジャパブロコのエンヘード “Kibaramba” の録音を行った。録音に参加した打楽
器奏者はⅢで記した「強者」たちと筆者であった。

























Ⅴ　ジャパブロコのエンヘード録音 （Gravação de SAMBA Enredo do JAPA Bloco） の事例から










　エンヘードの録音は最初にBPM （テンポ） が決められ、メトロノームを拠り所にカヴァコ 







































































　弦楽器で収録されたのは、カヴァコ （Cavaco）、ヴィオラォン （Violão）、バンドリン （Bandlim）









「アカデミコス・ド・トゥクルヴィ （Acadêmicos do Tucuruvi）」
　サンパウロのエスコーラの 1つであるトゥクルヴィは 1976年に創立された。1987年、初めて


















「モーホ・ダ・カーザ・ヴェルヂ（Morro da Casa Verde）」
　モーホは 1962年の創立。リオのエスコーラ、マンゲイラとつながりを持つ。シンボルはモー
ホの家である。2000年頃にはエスペシァウにもいたエスコーラ。トゥクルヴィやヴィラ・マリア 


























Bossa 1 21小節から 59小節まで 183小節から 219小節まで
Bossa 2 71小節から 115小節まで
179小節から 181小節まで
220小節から 264小節まで
Virada 2 127小節から 129小節まで












　トゥクルヴィの 2018年のエンヘードには 5つのボッサと 2つのヴィラーダがある。1つのボッ
サはヂィスフィーリでは演奏されなかった。
②　エンヘード演奏
　ブラジルでは、 サンバ・エンヘードはヂィスフィーリ時に 40分から 60分間、 続けて演奏され
る。一曲の長さは長くても 3分を超えるものは少なく、 ヂィスフィーリの時間の間、 繰り返し演
奏される。







































































































 2 Dicionário da história social do samba （2015） によると、エスコーラによって選ばれた歌詞と
メロディを含むテーマ。現在では 1つのサンバのジャンルとしての意味もある。
 3 2012年にサンパウロ市とエスコーラの独立連盟LIGASPによって建造された施設。エスコー
ラのVila Maria （ヴィラ・マリア）、Vai-Vai （ヴァイヴァイ）、Acadêmicos do Tatuapé （アカデ
ミコス・ド・タトゥアペ）、トゥクルヴィ、Gaviõesda da Fielc （ガヴィォエス・ダ・フィエ
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